




























































































































































・ Barbara Koenig Quart, Women Directors—The Emergence of a New Cinema, Praeger,1988 
・ Ally Acker, Reel Women—Pioneer of the Cinema 1896 to the Present,The Continuum Publishing Co.,1991 
・ 松本侑壬子『映画をつくった女たち～女性監督の100年』、シネマハウス、1996
・ The St.James Women Filmmakers Encyclopedia : women on the other side of the camera, Visible Ink Press,1999 
・ ニコル＝リー ズ・ベルンハイム編『私は銀幕のアリス～映画草創期の女性監督アリス・ギイの自伝』、松岡葉子訳、パンドラ、2001
・ Goumont ~ le cinema premier 1897~1913,vol.1 Alice Guy, Louis Feuillade, Leonce Perret, 2008 Goumont video









1896 23歳 自作のファンタジー映画「キャベツ畑の妖精」（La Fee aux Choux、1分）完成（1900年説も）。
  映画製作を始めたゴーモン社の初代撮影所長となる
1902 29歳 「キャベツ畑の妖精」第2版（4分）ゴーモン社のカタログでは「第一級の産婆」（Sage-Femme de PremiereCclasse
  の題名で収録）映画史上初の劇映画の中の1本
1907 34歳 ハーバ トー・ブラシェと結婚。ゴーモン社ニュー ヨー ク支店長になった夫とニュー ヨー クへ赴任。
1908 35歳 長女シモ ヌー誕生
1909 36歳 仕事に復帰
1910 37歳 夫と自分の映画会社ソラックス社を設立、1912年にはニュー ジャー ジー州フォー トリー に当時世界最大の撮影所を建設
1912 39歳 長男レジナルド誕生
1920 47歳 最後の監督作品『さまよえる魂（Tarnished Reputations）』製作
1922 49歳 離婚。2児を連れてフランスに帰国
1932 59歳 娘シモ ヌー（25歳）がパリのアメリカ映画配給会社に職を得て、一家でパリへ
1939 66歳 第二次世界大戦勃発。シモ ヌー失職するが、翌年在仏米大使館に就職。
  以降20数年間娘の転勤先の欧米各地で暮らす
1955 82歳 レジオン・ドヌー ル（名誉勲章）叙勲
1964 90歳 脳卒中の発作。シモ ヌーは介護のため大使館を退職、母娘は米ニュー ジャー ジー州マ ワーーの自宅へ。
  2年後に施設へ入院
1968 94歳 3月24日死去
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1980 51歳 第22回ブル リーボン特別賞受賞
1981 52歳 第29回菊池寛賞受賞
1982 53歳 初の日本・ポルトガル合作映画『恋の浮島』（パウロ・ロ シーャ監督）でプロデュー サ をー務める
1985 56歳 カネボウ国際女性映画週間（後の東京国際女性映画祭）スター ト、ジェネラルプロデュー サ をー務める（～2012年）
1989 60歳 芸術選奨文部大臣賞評論部門受賞、外務大臣表彰
  ポーランドのクラクフ日本美術技術センター設立のため「クラクフ日本美術技術センター建設募金」を設立、
  事務局長に就任（1993年10月22日に5億円の寄付を達成、1994年11月30日センター 完成）
1991 62歳 「英国ジャパンフェスティバル1991」実行委員として、「日本映画監督五十選」の3ヵ月間の企画上映を実現する
1994 65歳 1994エイボン女性年度賞女性大賞受賞
1997 67歳 9月、国立フィルムセンター 初代名誉館長に就任（～2007年8月）
2000 70歳 記録映画『伝説の舞姫 崔承喜 金梅子が追う民族の心』企画・製作総指揮




2013 83歳 2月9日死去 。正四位および旭日重光章追叙追贈

















































































































































































































































































































































































































































































































































1957 49歳 プロモ ターー ：ロンドンにおける日本映画週間
1960 52歳 東京近代美術館フィルム・ライブラリー  運営委員に就任、フィルム・ライブラリー 助成協議会を設立
1961 53歳 プロモ ターー ：日本におけるフランス映画週間






1970 62歳 プロモ ターー ：大阪エキスポ 70のフランス映画週間
  プロモ ターー ：ニュー ヨー ク近代美術館での日本映画週間
1971 63歳 プロモ ターー ：パリ、シネマテ クーでの「日本映画の75年」
1972 64歳 審査員：ヴェネツィア国際映画祭（FIPRESCI）















































































































































































1947 38歳 木下監督、溝口監督作品で毎日映画コンクー ル初の女優演技賞
1948 39歳 溝口監督、小津監督作品で毎日映画コンクー ル女優演技賞連続受賞
1949 40歳 10月、戦後初の日米親善芸術使節として3か月間渡米
  帰国後米国仕込みの洋装、サングラスに投げキッスがマスコミの反感を買い、出演作品も酷評、深刻なスランプに
1951 42歳 成瀬巳喜男監督『銀座化粧』に出演。復活の機を掴む
1952 43歳 溝口監督『西鶴一代女』に主演、ヴェネチア国際映画祭国際賞受賞
1953 44歳 溝口監督『雨月物語』ヴェネチア国際映画祭サンマルコ銀獅子賞
  成瀬監督・木下監督他親交のあった映画人たちの支援を受け、『恋文』で念願の初監督
1954 45歳 溝口監督『山椒太夫』ヴェネチア国際映画祭で銀獅子賞
  日本映画監督協会企画、小津監督脚本『月は上りぬ』で監督第2作を完成
  5月、日本映画監督協会、初の女性会員となる
1955 46歳 女優として好演を続けながら、監督第3作『乳房よ永遠なれ』（1955）、第4作『流転の王妃』（1959）、
  第5作『女ばかりの夜』（1961）、第6作『お吟さま』（1962）を発表
1962 53歳 以後監督作品はない
1965 56歳 黒澤明監督『赤ひげ』出演後、ただ一人残った四兄の看病に専念
1970 61歳 NHK大河ドラマ『樅の木は残った』に出演、兄没。紫綬褒章受章
1974 65歳 熊井啓監督『サンダカン八番娼館　望郷』に出演
  老婆役の迫真の演技が絶賛され、翌年ベルリン国際映画祭で銀熊賞（女優賞）受賞
1977 67歳 3月21日、脳腫瘍で永眠。勲三等瑞宝章追贈
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田中絹代02　ウラ
（映画評論家　松本侑壬子）
（画像出典、略年譜協力：一般社団法人小林正樹監督遺託業務世話人会・芸游会）
田中絹代 略年譜
? ?
主要参考文献
・ 佐藤忠男、吉田智恵男編著『日本映画女優史』芳賀書店、1975
・ 新藤兼人『小説田中絹代』読売新聞社、1983
・ キネマ旬報社編『日本映画人名事典（女優篇 下巻）』キネマ旬報社、1995
・ 松本侑壬子『映画をつくった女たち：女性映画監督の100年』シネマハウス、1996
・ 吉田真由美 [ほか]『女性監督映画の全貌』パド・ウィメンズ・オフィス、2001
・ 石原郁子『女性映画監督の恋』芳賀書店、2001
・ 古川薫『花も嵐も：女優・田中絹代の生涯』文藝春秋、2002
・ 石割平編・著；円尾敏郎編『田中絹代（日本の映画女優1）』ワイズ出版、2008
・ 伊良子序『昭和の女優：今も愛され続ける美神たち』PHP研究所、2012
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映画誕生120年、もっと女性の目を！
映画の歴史は、1895年にフランスのリュミエール兄弟がシネマトグラフを発明してから、
来年2015年で120年になる。映画史の中で女性監督の登場は早く、発明の翌年にはパリ
で23歳のアリス・ギイが、自作自演の“スト リーー のある”映画『キャベツ畑の妖精』を製作、
世界で初の女性監督となった。日本では、それから40年後の1936年、京都の撮影所で坂
根田鶴子が劇映画『初姿』を撮り、日本の女性監督第1号となった。さらに17年後、大女優
田中絹代が1953年、『恋文』を監督、それ以後も9年間に6本撮り、この記録は長い間破ら
れなかった。
現在活躍中の日本の女性監督は、2001年の記録では106人（『女性監督映画の全貌』
パド・ウィメンズ・オフィス）。そのうち日本映画監督協会の会員名簿に登録されている女性
監督の数は25人、全体での比率は約5％にすぎない。ちなみに、2013年に日本で公開され
た日本映画591本のうち25本が女性監督作品。全体の4.2％に当たる。外国映画の場合
は、公開総数526本のうち女性監督作品は37本で、全体の7％である。もちろん、この数は
その後増えていくはずであるし、また作品を1本撮ったきりの監督も多い。だからあくまで概
数としても、男女共同参画などとは程遠い数字といえるだろう。
女性監督の撮る映画とは
映画は面白ければいい、監督を女性・男性でくくるのはおかしいという考え方もあるかも
しれない。実際、女性映画祭に参加したある外国の女性監督が記者会見で「自分を女性
監督とは思っていない。私は映画監督です」と発言したのを聞いたことがある。ともあれ撮
りたい作品を撮れる機会を持てた女性はよい。撮れる能力も意欲も企画もあるのに、“女性
だから”撮るチャンスに恵まれない、不利であることが問題なのである。出来上がった作品
についての評価や感想は見る側の問題、さまざまであることは監督の性別を問わない。
女性監督の映画だから、女性の言い分がストレ トーに出ていなければならない、という段
階は過ぎたようである。そういう監督もいていい。まだまだ大いにいてほしいが、テーマは作
る人により千差万別なのは当然のことである。例えば、2009年（第82回）米アカデミー 賞の
作品・監督賞を、アメリカの女性監督として初めて受賞したキャスリーン・ビグロー監督の
『ハ トー・ロッカー』は、中東の戦場の最前線にいる爆発物処理班の男性米兵を主人公に
した作品であった。次の作品でも、米軍によるイスラム過激派指導者オサマ・ビンラディンの
暗殺を描いている。かつてはこうした作品は「戦争映画」として男性監督の独壇場であっ
た。ここまで極端でなくとも、男女を問わぬジャンルに女性監督が進出し、これまでの男性と
は違った視点から撮ることで、映画の新しい地平が広がってゆくのである。女性であること
を楽しみながら、新しい自由な自分らしい映画をもっともっと撮っていただきたい。
（裏面に続く）
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さまざまなパイオニアたち
映画における女性のパイオニアといえば、監督ばかりではない。昭和の初期からヨーロッ
パ映画を日本に輸入、日本映画を海外に紹介し、“マダム・カワキタ”の名で日本の映画文
化普及の象徴的存在になった川喜多かしこ。東京・岩波ホールで芸術・第三世界・女性の
分野の優れた作品を上映し、ミニシアター方式の先鞭をつけ、また、東京国際女性映画祭
（2012年で終了）をプロデュースし、日本の女性映画監督たちを励まし続けた髙野悦子。
あるいは、外国映画の面白さを絶妙な翻訳で日本の観客に伝えてきた字幕翻訳家・戸田
奈津子。こうした映画と私たち観客をつなぐ仕事は、他にも配給、宣伝、批評、さらには映
画上映活動と、現在にも引き継がれ多くの女性たちが活躍している。
現在活躍中の監督たちでは、劇映画では西川美和、荻上直子、呉美保らの人気実力
派監督らが、かつての田中絹代の6本の記録に肩を並べ始めた。カンヌ国際映画祭で3度
の入賞を果たした河瀨直美、極彩色の世界で話題の写真家出身の蜷川実花、ピンク映
画300本の経験の上に一般映画で文芸作品に挑む浜野佐知など、21世紀になってグンと
個性的な作家も活躍している。近年では大学、大学院、映画学校などの高等教育機関で
学ぶ女子学生が増え、中には現場経験豊かな指導教官の下で、卒業制作として作った
作品が劇場公開される幸運な例も出てきた。製作現場では、かつてスクリプター以外では
女性には主要な仕事は極めて限られていたが、今では撮影、照明、録音、大道具、小道具
などの分野でスタッフとして働く女性の姿が珍しくなくなった。ただし、「監督コースなど女
子の方が多いくらいで優秀な子もいるのだが、受け入れ側がまだ十分でなく、卒業後は一
般企業に就職する傾向がある」（日本映画大学・佐藤忠男学長）のも厳しい現実である。
複眼で見れば立体的に見える
ドキュメンタリー の分野では1950年代から羽田澄子を始め、企業内監督時代から活躍
してきたベテラン監督、3・11以降災害を女性の目で記録し始めた新しい記録映画監督ま
で、層はますます厚くなっている。記録映画は、近年では機材の発達もあって一人でまたは
少人数で、費用も劇映画と比べ物にならないほど安価にできる映画づくりであり、テーマは
無限である。今後も女性の目を生かした多くの斬新な記録映画を期待したい。
いい映画は誰が撮ってもいい。ならば、監督全体の数パーセントではなく、もっと多くの女
性が映画を撮ってほしい。男性という片目だけではなく、女性の目を加えた複眼で見れば、
世の中は立体的に見えるだろう。映画を見る側の半数以上が女性なのだ。男性の目で女
性を描くことは否定しないが、その逆もあって、初めて互いをよりよく理解し合えるであろう。
100年前にアリス・ギイが言ったように「映画において男性にできて女性にできないものは何
もない」ことも、それどころか、「女性ならでは！」と深く共感する作品に出合った歓びも、既に
私たちは知っている。男性監督の優れた作品に加えて、これからは優れた女性の作品が
もっと必要である。それは、日本の映画文化全体を豊かにすることに他ならない。
（映画評論家　松本侑壬子）
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